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昭
和
ね
年

全
線
開
通
の
予
定

昭
和
白
年
第
2
固
定
例
会
は
、

6
月
日
日
か
ら
6
月
幻
日
ま
で
の
げ
日
聞
に

わ
た
り
聞
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
叩
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
を
可
決
し
、
請

願
・
陳
情
4
件
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

さ
る

5
月
お
日
に
は
、
位
年
第

2
回
臨
時
会
が
聞
か
れ
、
議
案

8
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
人
事
案
件
(
助
役

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

)
3件
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
だ
調
整
中

と
の
こ
と
で
上
程
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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第 2回定例会の

の
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
日
野
駅
の
改
善
要
請

@
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
ト

イ
レ
の
設
置

@
日
野
本
町
か
ら
東
町
に
か
け
て

の
整
備
計
画
の
進
捗
状
視

。
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況

@
浅
川
、
多
摩
川
の
利
用
計
画

@
憲
法
記
念
行
事
に
お
け
る
市
長

の
基
調
報
告
の
考
え
方

@
小
学
校
給
食
の
沼
童
の
偏
食

。
工
作
教
室
参
加
者
へ
の
ビ
ラ
配

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

日
日
j

m
日
、
一
般
質
問
は
、

辺
名
の
議
員
か
ら
M
件
の
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
(
質
問
議
員
と
内

容
は
、

2
・
3
頁
に
掲
載
)
。

凶
日
の
一
般
質
問
終
了
後
、
議

案
1
件
、
請
願
5
件
が
上
程
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

辺
日

j
n日
、
常
任
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
目
、
本
会
議
が
聞
か
れ
付
託

第
2
固
定
例
会
は
、

6
月
日
日

に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
会
期
を
日
日
間
と

決
定
し
ま
し
た
が
、
最
終
日
お
日

に
会
期
を
1
日
延
長
し
げ
日
間
と

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
か
ら
行
政
報
告

が
行
わ
れ
、
9
名
の
議
員
か
ら
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑

付
の
責
任

。
長
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

@

「
国
家
機
密
法
反
対
」
の
庁
舎

垂
れ
幕
撤
去
要
望

@
市
内
の
自
転
車
等
盗
難
防
止

続
い
て
、
小
山
良
悟
議
員
か
ら

都
市
計
画
税
誤
課
税
の
還
付
に
関

し
て
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
、
市
長

の
早
急
の
対
処
を
質
し
ま
し
た
。

ロ
日
、
市
長
提
出
議
案

9
件、

請
願
7
件
が
上
程
、
即
決
の
2
議

案
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委

!!i聾

開通まちわびる

多摩都市モノレール(完成予想図)

重

昭
和
白
年
第

2
回
臨
時
会
が
、

5
月
お
日
に
聞
か
れ
、
市

長

か

ら

提

出

さ

れ

川

、ノ

た
8
議
案
全
部
が
承
認
あ
る
い
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
名
は
次
の
と
お
り

l

i
-

で

す

。

川

怜
'

1
、
日
野
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
川

十
J

2
、
昭
和
白
年
度
日
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
6
号
)
の
専
決
処
分
の
報

川

合

E

告
承
認

同区

'

3、
昭
和
白
年
度
日
野
市
立
総
合
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)
の
専

l
ー

仕
骨

決
処
分
の
報
告
承
認

川

い
は
一
卿

「
市
長
が
市
議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な
い
と
考
え
た
と
J

川

匹
H
F

一き
に
、
次
の
議
会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
一

|

|

|

【

専
決
処
分
】
(

2
十

川

-

l

一の
を
条
件
と
し
て
事
を
進
め
る
の
を
い
い
ま
す
。
地
一

川

l

一
日
一

五

自

治

法

問

条

に

定

め

て

い

ま

す

。

」

川

l
l
1

4
、
昭
和
白
年
度
日
野
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

川

9r】

5
、
大
栗
四
号
処
理
分
区
(
臼
の
l
)
工
事
請
負
契
約
の
締
結

階

443

6
、
大
栗
四
号
処
理
分
区
(
位
の
3
)
工
事
請
負
契
約
の
締
結

ー

川

h

5

7
、
大
栗
四
号
処
理
分
区
及
び
百
草
南
排
水
区
(
位
の
4
)
工
事
請
負
契
約
の

締
結

8
、
大
栗
四
号
処
理
分
区
(
位
の
5
)
工
事
請
負
契
約
の
締
結

先
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
報

告
が
あ
り
、
議
案
8
件
可
決
(
総

務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
1
議
案

は
、
急
を
要
す
る
た
め
ロ
日
に
委

員
長
報
告
可
決
)
し
ま
し
た
。
続

い
て
人
事
議
案
の
上
程
の
調
整
作

業
中
、
会
期
を

1
日
延
長
し
ま
し

た
が
人
事
議
案
は
提
案
さ
れ
ず
請

願
4
件
採
択
、
議
員
提
出
議
案
1

件
を
可
決
し
て
、

今
定
例
の
日
程

を
全
部
終
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

主な議案と内容

モ
ノ
レ
ー
ル
線
の
市
道
上
利
用
(
異
議
な
い
旨
決
す
)

【異
議
な
い
と
決
め
た
内
容
】
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
レ
1
ル
を
、
日
野
市
の
市
道
に
延
長
淵

mに
わ
た

り
敷
設
す
る
こ
と
。

【議
案
が
提
出
さ
れ
た
経
緯
と
今
後
の
見
込
み
】
昭
和
白
年
4
月
に
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
紛
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
予
定
さ
れ
る
事
業
の
内
容
は
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
か
ら
東
大
和
市
の
新
青
梅
街
道
間
約
凶
凶
に
レ

ー
ル
を
敷
き、

運
輸
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。
レ
ー
ル
を
敷
い
て
の
運
輸
事
業
を
経
営
し
よ
う
と
い
う
場
合
、

運
輸
大
臣
か
ら
特
別
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
(
軌
道
法

3
条
)
、
こ
れ
に
合
わ
せ
レ
l
ル
を
敷
く

予
定
道
路
の
管
理
者
(
今
回
の
場
合
は
市
長
)
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
(
軌
道
法
施
行
令
2
条
2
項
)
に
さ

れ
て
い
て
、

今
回
の
議
案
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
の
見
込
み
と
し
て
は
、
工
事
を
白
年
頃
か
ら
行
い
、

開
業
は

η年
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
定
〈
可
決
)

【改
定
に
至
る
経
緯
】
医
療
費
の
伸
び
と
、
従
来
の
国
庫
負
担
分
の
削
減
等
か
ら
、
位
年
度
国
保
特
別
会
計

の
不
足
額
は
、
約
5
億
6
千
万
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。
市
長
は
、
こ
の
対
応
と
し
て
市
長
の
諮
問
機
関
で

あ
る
国
保
運
営
協
議
会
に
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
諮
問
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
、

6
回
の
審
議
を
経
て
、

8
・
詑
%
引
き
上
げ
や
む
な
し
、
と
の
答
申
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
議
会
へ
の
提
案
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

【改
定
内
容
】

引
き
上
げ
率
は
、

8
・
幻
%
、
課
税
額
の
上
限
は
年
額
出
万
円
↓
お
万
円
、
こ
れ
に
よ
る

加
入
市
民
の
負
担
増
は
、

一
世
帯
平
均
で
年
額
7
千
加
円
、
一
人
当
り
平
均
3
千
羽
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
所
得
の
少
な
い
方
達
の
た
め
、
保
険
税
を
軽
く
す
る
減
免
制
度
の
要
綱
作
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

【実
施
日
】

昭
和
白
年
4
月
1
日
か
ら

第
二
関
戸
橋
(
仮
称
)
と
関
連
道
路
建
設
に

伴
う
用
地
買
収
に
関
す
る
意
見
書
(
可
決
〉

【意
見
書
の
提
出
に
至
る
経
緯
】

こ
の
橋
の
工
事
に
伴
う
用
地
買
収
に
関
し
、
所
有
者
の
意
向
に
沿
わ
れ
た
い
と
の
意
見
書
を
都
ヘ
送
付
す

る
よ
う
求
め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

【意
見
書
の
要
旨
】

東
京
都
は
、
(
仮
称
)
第
二
関
戸
橋
と
関
連
道
路
の
建
設
事
業
の
計
画
を
、
今
、
進
め

て
い
ま
す
が
、
事
業
化
に
当
た
り
農
業
、
商
業
者
な
ど
当
該
用
地
所
有
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
い
て
は
、
用
地
買
収
に
当
た
っ
て
は
、
土
地
所
有
者
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
、
代
替
地
を
買
収
地
点
か
ら

湖

m
以
内
で
、
し
か
も
今
の
所
有
地
と
類
似
し
て
い
る
土
地
を
当
て
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
難
し
い
場
合
、
買

収
価
格
は
、
そ
の
時
点
で
の
実
勢
価
格
と
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

永
年
勤
続

議
員
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会

及
び
関
東
市
議
会
議
長

会
か
ら
、
永
年
市
政
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
と

し
て
、

名
古
屋

史
郎
議
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す



(2) 

イ実

昭
光

(
日
本
共
産
党
)

再
び
国
民
健
康
保
検
行
政
に

つ
い
て
問
う

日一躍一水
一
問
、
保
険
証
の
未
交
付
と
滅
免
要

1
一
綱
の
制
定
に
つ
い
て
問
う
。

引
一
答
、
市
民
部
長

2
一
保
険
証
は
更
新
時
に
加
入
世
帯

月
一
全
部
に
交
付
済
み
で
す
。
減
免
制

げ
一
度
は
、
自
治
体
の
出
来
る
範
囲
で

Z
一
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

6
 

和昭

名

古

屋

史

郎

(
社
会
ク
ラ
ブ
)

「
教
菅
直
池
山
山

よ
一
問
、
日
野
市
の
教
育
委
員
会
が
ど

一
う
あ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
た

だ
一
い
。
具
俸
的
に
次
の
事
柄
を
取
り

一
上
げ
る
。
@
教
育
の
中
立
性
、
@

A
S
A

一
教
育
委
員
の
公
選
制
、
@
成
人
式

一
で
の
君
が
代
演
奏
を
止
め
た
経
緯

議
豆
、
市
長

一
@
名
古
屋
議
員
の
指
摘
の
と
お

村
H

一
り
、
大
ま
か
な
認
識
と
し
て
は
パ

一
.
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
と
思
う
。
教

一
育
に
つ
い
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

問
、
道
路
整
備
等
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
、
建
設
部
長

で
き
る
所
か
ら
早
急
に
実
施
し
…

基
本
的
な
部
分
は
、
区
画
整
理
事
…

業
で
根
本
的
に
解
決
し
ま
す
。

共
感
を
得
る
方
法
で
運
営
し
て
い
…

き
た
い
。
@
民
主
主
義
の
立
場
か
…

ら
は
、
公
選
制
が
良
い
と
思
う
。

市
長
も
議
員
も
住
民
の
投
票
で
選
…

ん
で
い
る
の
と
同
じ
論
拠
で
す
。

答
、
教
育
長

。
教
育
で
大
切
な
こ
と
は
、
対
…

立
を
避
げ
な
が
ら
自
然
に
改
善
の

一

方
向
に
進
ん
で
い
く
こ
と
で
は
な
…

い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

@
教
育
委
員
会
で
は
、
協
議
事
…

項
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
若
…

者
を
祝
福
し
、
励
ま
す
式
典
で
差
…

し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
な
…

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

1
時
間
近
…

く
相
談
し
た
結
果
、
演
奏
し
な
い
…

こ
と
に
し
ま
し
た
。

第 89号

ますが、今回は22名の議員から44件の質問がありました。;

夏
井

明
男

(
公
明

報
告
書
浅
川
利
用
計
画
(
概

要
版
)
よ
り
質
問
す
る

問
、
一
番
橋
下
流
左
岸
の
霞
堤
対

策
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
な
い

カ答
、
建
設
部
長

板
垣

正
男

(
日
本
共
産
党
)

ど
の
よ
う
な
名
称
に
し
ろ
、

新
大
型
間
接
税
の
導
入
に
反

対
す
る
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
く
こ

と
に
つ
い
て

問
、
新
大
型
間
接
税
の
導
入
に
対

し
、
市
側
は
反
対
の
姿
勢
を
つ
ら

ぬ
く
か
問
う
。

答
、
市
長

市
民
生
活
を
不
安
に
さ
せ
た
り

地
方
自
治
俸
の
財
政
面
に
打
撃
を

受
け
る
税
制
に
対
し
て
は
反
対
の

姿
勢
を
貫
き
た
い
と
思
-
つ
。

山
口

達
夫

(
自
由
市
民
会
議
)

一
幻
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

一
に
む
け
て
学
校
・
大
学
と
の

一
価
幅
広
く
高
度
の
連
携
を
求
め

一る
問
、
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
、
市
長

大
学
の
自
主
性
、
主
俸
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
日
野
市
と
大
学
が

共
存
共
栄
で
き
る
お
つ
き
合
い
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
ま
ち
づ
く
り
の
核
(
豊
田
・
一

一
臼
野
・
高
種
:
・
)
毎
に
具
体
一

党
)

通
学
路
の
関
係
が
あ
る
の
で
建

設
省
と
早
期
に
詰
め
ま
す
。

お
年
4
月
間
所
予
定
の
生
活

.
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
う

問
、
管
理
運
営
等
を
問
う
。

答
、
生
活
環
境
部
長

現
在
詰
め
て
い
ま
す
。
依
育
施
…

設
等
は
有
斜
を
考
え
て
い
ま
す
。

日
野
市
の
教
育
の
現
状
と
将

来
問
、
教
師
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
。
…

答
、
教
育
長

憲
法
、
教
育
基
本
法
を
基
準
に
…

対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
野
本
町
五
丁
目
周
庁
出

区
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
に
つ
い
て

問
、
こ
の
地
域
の
地
区
セ
ン
タ
ー

設
置
の
見
通
し
を
問
う
。

答
、
生
活
環
境
部
長

土
地
問
題
の
解
決
が
つ
け
ば
、

こ
の
地
域
に
必
要
と
患
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
騒
音
、
と
く
に
一

高
架
区
間
の
騒
音
対
策
と
市
一

の
姿
勢
に
つ
い
て

一

問
、
市
の
対
応
を
問
う
。

答
、
生
活
環
境
部
長

防
音
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
道
…

路
公
団
に
も
要
請
し
て
い
き
た
い
。

iを的
i求地
lめ域
『るイ

メ

ニノ
の
4票
圭王王

{ヒ

奥
住

日
出
男

問
、
過
去
叩
年
間
の
生
活
保
護
件
…

数
の
推
移
と
生
活
保
護
実
態
の
変
…

化
に
つ
い
て
問
う
。

答
、
福
祉
部
長

保
護
件
数
は
別
件
か
ら
側
件
以
…

内
の
横
ば
い
で
、
昭
和
町
年
に
厚
…

生
省
通
達
で
、
申
請
が
口
頭
か
ら
…
問
、
太
陽
熱
利
用
の
温
水
プ
l
ル

文
書
申
請
に
変
わ
り
ま
し
た
。
…
の
研
究
を
し
て
ほ
し
い
。

…
答
、
企
画
財
政
部
長

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

(
市
民
ク
ラ
ブ
)

と 答つ問 i し 答ど聞
が パ 、い、をはよ 'や提、の
課ラ 市て住 f よりす言企よ特
題ン 長見宅 りよいを画う色
とス 解 街 よし川形踏財なの
考良 をと い住 'でま政考あ
えく 問商 商 宅作え部える
ま整 う j苫 底街 i成、長がま
すえ 。街 街の iし市あち
。て の の発 j ま民るづ

開 発展 1すにのく
く 係想に l 。理かり
こに i 解。に

所 施にな答答い問直問~
得 健設対い 1 、て 2 し 1、i真
制康を 象 65 、福問、に ! の
限 管造を歳特祉う施つ ::1福 '
を理る広未養部。設い律 !祉 l

検手必げ満ホ長 のて的 i汗

討当 要るの l 新聞な !故
し、がか寝会 設う福 Iiこ
て理あ、たを iつ
い美り対き利 充行 I1-¥ 

ま容ま 応り用 実政云
す券すすので にの |
。は 。る方き つ見一一

高
橋

徳
次

(
自
由
市
民
会
議
)

…
問
1
、
区
画
整
理
の
進
展
状
祝
は
。

…
問
2
、
長
沼
橋
の
か
げ
か
え
及
ぴ

…
周
辺
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

…
問
3
、
新
駅
に
櫨
上
駅
は
ど
う
か
。

…
答
、
都
市
整
備
部
長

…
答
1
、
計
画
面
積
は
位
ヘ
ク
タ
l

…
ル
で
例
年
に
都
市
計
画
決
定
及
び

園
…
事
業
認
可
を
と
る
予
定
で
進
め
、

田
…
地
元
説
明
会
の
準
備
が
で
き
る
の

の
…
:
・
・

夏
・

東
西
平
山
地
区
の
区
画
整
理

並
び
に
豊
田
、
八
王
子
間
の

新
駅
の
そ
の
後
の
経
過

で り 答ま理拡 答つ問 「ー[置サ内答
き買淡〉れ場張 当、い、市す lに 2
る う水市て内整面教て依 i民るビ特
よな区長い公備は育 問 育 i球 必 ス 養 高
うり跡 ま園、東次う施 j場要セホ齢
にし地 す計将光長 。設 i訴がン l化
考てを 。画来寺 の i話あタム時
え、早 に的グ 充 i霊り l 、代
て少く 野に ラ 宍 I(さまを併に
い年{昔 球はワ !汽 1 す早せ向
ま野り 場浅ン 整 iI1 1 0急てけ
す球る が 川 ド 管 |そj に在
。がな 含処の ~~ LよJ 設宅市

/モミ r - t翠:;'"f"匹 、¥‘ n 携安し答答置二問い間口示 J

~- .通箆怠塞ネJ4:室童五 1、手高画守 1、|重苦 i
r- _通 院2・仙竃闘騒 :つ保り毎青うの多う通 !故し 1

ー_::~.'\.， 一宮~~";..~幽 :てのま年次。危摩。学 |防て

進たす通長 険平 路 ;止歩
めめが学 箇二の {対 け i
て、、路 所丁安 |策る i
い 各 児 の 、目 全に街 i
言機童見 信 、対lRiミ

関生直 号旭策|い、
すと徒し 機 がに |て交
。連のを 設 丘 つ 」一一一~

鈴
木

美
奈
子

(日
本
共
産
党
)

事9¥ 

。4

谷

長
一

(
自
由
市
民
会
議
)

万
願
寺
地
区
区
画
整
理
と

番
橋
早
期
架
橋
で
問
う

今 を 年 い 階 答 画 問 「一一-~ をま 答
後建位て、建、 規 、1つ市雲 l実 す答

て経い建物都 模 住 ll、整田 l施 が 2建
公替過ま坪は市と宅て儒駅 I し 、、 設
団 え し す 250 、整建・ ! 公前 'て設曾部
とる、 。平地備設都 i ~北 . い民察

協と老現方下部の市 i の口 きまに
議の朽在メ 1長必整 ! 開の i ま で は
しこ化の 1階 要 備 i 発住 す必要
手とし建ト、 を公 1 行宅 F 。妥 望

でた物ル地問団 為・ な し
。す建はと上 うの に都 l 措 て

。物 30聞 4 0 言十 叩 置い

答多答答か当問今問....L- : せ
、川 1 、下局 2後 1 基-;~ I 叶-1 : よ

病 4 、教まの、に、本日さ | 仏〉
院蓄最育だ蚤基っさ言十野守bl 合
長 53近長将向本いや薗市か

話 は 来が計てか」立学
窓外 計反画の学に総級
Tlli: 斜 画 映 報 考 級 tつ合ふ
摸系 をさ告え ~ I い病の
しの 問れ書をの !て院存
tL.泊 うてに喧現 :質整続い童 。い病コ状 [す備と
。が る 院 l と t

好
幸

日

中
山

基
昭

(市
民
ク
ラ
フ
)

川あそび

一
高
齢
者
施
策
の
充
実
と
促
進

一

一
に
つ
い
て
.

一

間
1
、
保
健
、
医
療
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
問
う
。

問
2
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
事

一
業
の
充
実
を
問
う
。

…
問
3
、
就
労
の
促
進
と
高
齢
者
事

…
業
団
の
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

…
問
4
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の

…
行
政
機
能
の
俸
制
確
立
を
問
う
。

答
、
生
活
環
境
、
福
祉
、
企
画
財

政
各
部
長

垣島 a・
3ι，・..，.. 
，_ ~ 

趣
味
の
よ
い
も
の
に
さ
れ
た
い
。

答
、
都
市
整
備
、
建
設
、
両
部
長

@
総
事
業
費
に
対
し
て
約
辺
%
の

進
み
具
合
で
、
完
了
見
込
は
飽
年

3
月
で
す
。
工
事
中
は
全
水
路
に

通
水
し
、
悪
臭
、
害
虫
の
発
生
を

防
ぎ
ま
す
。
@
土
地
の
評
価
委
員

会
で
検
討
し
、
そ
の
上
に
市
が
価

格
決
定
し
た
も
の
で
抽
選
分
譲
し

て
い
ま
す
。
谷
長
一
議
員
の
、

よ
り
適
正
に
と
の
提
言
は
、
今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
@
m
w
年
度

ぐ
ら
い
に
着
工
す
る
計
画
で
す
。

答
、
市
長

。
こ
の
帥
it」
は
美
術
性
を
か
な
り

の
宅
Z5
・

り

込
み
ま
す
。
つ
り

定
し
て
い
ま
す
。

問
1
、
代
替
地
の
確
保
を
都
に

き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
も
用
地

の
あ
っ
せ
ん
の
努
力
を
せ
よ
。

問
2
、
関
連
道
路
建
設
事
業
地
周

辺
の
基
盤
整
備
計
画
を
問
う
。

答
、
都
市
整
備
部
長

答
1
、
都
ヘ
働
き
か
げ
ま
す
。
ま

た
、
市
の
開
発
公
社
用
地
を
積
極

的
に
あ
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

答
2
、
都
と
協
議
し
、
地
元
の
生

活
に
支
障
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

答
1
、
新
た
に

・(仮
称
)
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
設
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
健
医
療
の
拠
点

と
し
て
、
従
来
の
保
健
行
政
と
共

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
2
、
福
祉
事
業
団
を
活
用
し
在

宅
老
人
介
護
者
養
成
と
特
別
養
護

老
人
ホ
l
ム
建
設
を
進
め
ま
す
。

答
3
、
就
労
の
た
め
の
研
修
、
官
一

伝
活
動
を
重
ね
高
齢
者
の
就
労
に

努
め
ま
す
。
高
齢
者
事
業
団
の
育

成
と
し
て
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

用
地
の
交
渉
中
で
す
。

答
4
、
高
齢
者
福
祉
協
議
会
を
設

置
し
、
施
策
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
老
人
福
祉
施
設
充
実
、
基
金

の
積
立
制
度
も
検
討
中
で
す
。



第 89号

馬
場

繁
夫

生ミ

明

て安火防
全災災
と等対
今)策

後{こ λ

のお地
課け震
題る・
に市水
つ畏害
いの・

よ?ミ
一間
1
、
災
害
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ

会
一
ラ
イ
ン
(
生
活
線
)
は、

万
全
か

一
間
う
。

議
一
間
2
、
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
斜

一面
災
害
等
の
災
害
対
策
を
問
う
。

市
一
間
3
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
小

一
中
学
校
の
建
物
安
全
対
策
に
つ
い

一

て

問
う
。

〈刀く曜日〉

米
;尺

照
男

(
日
本
共
産
党
)

一
一
市
内
公
仕
(
施
設
の
効
率
化
に
一

2

つ
い
て

一

月

i

i

)

ア
一
問
、
計
画
的
に
建
て
替
え
を
せ
よ
。

年
一
答
、
市
長

竺
土
地
、
建
物
の
有
効
利
用
は
時

和
一
の
流
れ
で
す

J

十
分
留
意
し
ま
す
。

昭(3) 

各定例会てま、市政全般について、一般質問が行わ

党
)

の
使
用
斜
は
ど
う
な
る
か
問
う
。

答
、
都
市
整
備
部
長

下
水
道
条
例
に
よ
り
ま
す
。

一
仮
称
生
活
・
保
健
相
談
セ
ン
一

一
タ
!
の
温
水
プ
!
ル
利
用
法
一

一
に
つ
い
て
問
う

一

問
、
リ
ハ
ビ
リ
に
温
水
フ
1
ル
の
…

…
問
、
日
米
核
密
約
の
公
表
を
政
府
使
用
が
出
来
な
い
か
問
う
。

…
に
要
求
す
る
か
問
う
。
答
、
生
活
環
境
部
長

…

答

、

市

長

広

く

市

民

に

開

放

し

ま

す

。

草
の
恨
的
運
動
を
進
め
ま
す
。

で

i
i

j

川パ
川

1
斗

1
1

1

1

1

1

j

J

一
「
ふ
る
さ
と
臼
野
の
川
」
パ
一

一
コ
ミ
・
プ
ラ
か
ら
公
共
下
水
一
一
ン
フ
レ
ッ
ト
の
充
実
を
一

一
道
へ
、
そ
の
使
用
料
等
に
つ
一

「

1
j
-

↑

・

一

問
、
川
の
謂
査
、
本
の
発
行
を
。

一い
て
問
、
っ

一

「
l

'

j

i

l

l

-一

答
、
建
設
部
長

問
、
公
共
下
水
道
に
変
っ
た
と
き
検
討
し
ま
す
。

中
心
と
な
る
も
の
を
作
り
、
ま
ち
…

づ
く
り
を
し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
等
…

の
人
初
育
成
に
力
を
入
れ
る
点
等

…

参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

一
こ
れ
で
い
い
の
か
住
宅
政
策
一

一
新
築
後
3
年
も
空
い
て
い
る

一

一
駅

前

都

営

住

宅

一

問、

豊
田
駅
北
口
前
の
都
営
住
宅

一

は
な
ぜ
空
家
が
続
く
の
か
、
新
規

…

募
集
は
し
な
い
か
間
『
つ
。

答
、
企
画
財
政
部
長

建
て
替
え
に
際
し
て
の
仮
住
居

…

用
に
使
用
し
て
ま
す
が
、
建
て
醤

…

え
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

.

て
も
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

竹
ノ
上

武
俊

日
本
共
産
党
)

敏
雄

(
社
会
ク
ラ
ブ
)

福
島

盛
之
助

(
自
由
市
民
会
議
)

一日
野
駅
舎
の
改
修
と
西
口
設

↑

一
震
に
つ
い
て

一

問
、
民
営
化
後
の
J
R
は
、
駅
改

良
等
へ
の
姿
勢
が
変
っ
た
か
。

答
、
都
市
整
備
部
長

新
会
社
が
で
き
て
間
も
な
い
の

で
推
測
が
大
変
に
難
し
い
で
す
。

答
、
市
長

新
会
社
は
、
駅
の
改
良
問
題
に

は
ま
だ
目
が
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

一
自
治
会
館
の
地
区
セ
ン
タ
i

一
へ
の
移
管
手
続
き
と
そ
の
条

(
件

t

l

一…

問
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
、
市
長

地
元
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー
に
移
…

管
し
た
い
と
い
う
強
い
声
が
あ
っ
一

て
、
土
地
や
建
物
の
条
件
、
そ
の
…

他
の
適
格
性
が
あ
れ
ば
移
管
の
可
一

能
性
は
あ
り
う
る
と
思
い
ま
す
。

一
東
光
寺
グ
ラ
ン
ド
の
そ
の
後
一

一
の
計
画
に
つ
い
て

一

問
、
維
持
管
理
は
、
今
後
ど
の
よ
…

う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
、
企
画
財
政
部
長
、
教
育
次
長
…

管
理
は
委
託
で
、
周
辺
整
備
は
…

関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

清
子

(
公
明
党
)

一
婦
人
の
何
幅
広
い
社
会
参
加
を
一

一
推
進
す
る
た
め
に

f

一

梅
…
問
、
自
分
を
磨
い
て
い
た
い
と
考

渇

…
え
て
い
る
婦
人
は
多
い
。
現
に
、

F

-

か

…
条
件
が
合
え
ば
市
主
催
の
行
事
に

心

…
参
加
し
た
い
と
多
く
の
人
が
答
え

い川

…
て
い
る
。
こ
の
背
景
の
も
と
で
、

:
・…

次
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
。

…
@
開
設
5
周
年
に
な
る
市
立
婦
人

…
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
整
備
、
充
実

…
せ
よ
、
@
婦
人
セ
ン
タ
ー
祭
り
に

…
市
の
支
援
を
、
@
将
来
的
に
は
総

…
合
婦
人
セ
ン
タ
ー
を
造
れ
な
い

宮
沢

均

一

答
、
生
活
環
境
部
長

@
利
用
者
の
要
望
に
で
き
る
だ
け
…

応
え
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
…

同
時
放
送
設
備
の
設
置
、
階
段
の
…

手
す
り
設
置
、
図
書
の
増
加
な
ど
…

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

答
、
市
長

婦
人
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
…

の
力
を
十
分
に
生
か
し
た
い
し
、

期
待
も
し
て
い
ま
す
。
@
で
き
る
…

だ
け
の
支
援
を
し
ま
す
。
@
総
合
…

婦
人
セ
ン
タ
ー
構
想
は
具
依
的
に
…

は
な
い
で
す
が
、
同
じ
敷
地
に
建
…

設
中
の
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
は
…

婦
人
セ
ン
タ
ー
の
悲
張
部
分
の
意
…

味
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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答
、
生
活
環
境
部
長

…

百
回
呈
司

答
1
、
市
民
自
主
防
災
組
織
の
中
…
立

1
5

で
、
市
内
防
災
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
中

…
「
川
引

川

:

一

一
日
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
一
一

心
に
万
全
を
図
り
ま
す
。
災
害
時

一一

打
J

司

い

わ

一

一
村
一
品
運
動
の
精
神
を
生
か
一

の
情
報
は
、
防
災
行
政
無
線
放
送

…一

ソ・

i
i

一

で
、
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、
安

一

仁

I
l
l
i
-
-ー

!
l
l一

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

…

問、

大
分
県
を
は
じ
め
と
す
る
一

答
2
、
危
険
箇
所
を
定
期
的
に
点
…
村
一
品
運
動
等
の
ま
ち
づ
く
り
を

検
し
、
安
全
の
た
め
の
改
善
に
努

…
い
か
に
把
握
、評
価
し
て
い
る
か
、

力
し
て
行
き
ま
す
。

…

ま
た
日
野
市
の
産
業
・
経
済
・
文

答
、
教
育
次
長

…
化
の
活
性
化
の
方
針
と
そ
れ
を
に

答
3
、
安
全
な
通
学
路
を
専
門
家

…
な
う
人
材
育
成
に
つ
い
て
問
う

と
共
に
ト
分
検
討
い
た
し
ま
す
。
…

答
、
生
活
環
境
部
長

校
舎
の
危
険
箇
所
は
、
早
急
に
対

一

人
、
産
業
、
文
化
が
個
々
に
活

応
し
、
老
朽
化
し
た
学
校
は
、
建

…
動
し
て
い
た
も
の
を
、
自
立
自
助

て
醤
え
の
方
向
で
努
力
し
ま
す
。
…

の
精
神
で
、
地
域
と
し
て
活
力
の

古
賀

問
1
、
市
長
は
6
月
定
例
会
に
、

職
員
給
与
制
度
改
正
案
を
提
出
す

る
と
言
い
な
が
ら
何
故
に
提
出
し

な
か
っ
た
の
か
理
由
を
問
う
。

問
2
、
給
与
制
度
の
改
正
に
向
け

ど
の
よ
う
な
組
合
交
渉
を
進
め
て

き
た
の
か
問
う
。

問
3
、
市
が
考
え
て
い
る
職
務
給

の
内
容
を
問
う
。

問
4
、
特
殊
勤
務
手
当
と
本
年
の

三谷 j

jお義 j
I fi志設
~. f;::に i2

i三重言語
L 塁塁 山

f1苦ヨ~ = 
EE き

馬
場

問
、
民
間
の
建
築
物
へ
の
市
に
よ

る
厳
し
い
指
導
に
比
べ
、
公
共
物

の
場
合
、
住
民
へ
の
対
応
が
遅
い

よ
う
に
思
う
。

住
民
を
大
切
に
せ
よ
、
と
い
う

観
点
か
ら
次
の
こ
と
を
問
う
。

@
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設

に
よ
り
予
測
さ
れ
る
障
害
へ
の
対

応
、
@
予
測
さ
れ
な
が
ら
対
処
が

な
い
こ
と
へ
の
見
解
、
@
要
望

|

有
給
夏
休
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
、
総
務
部
長

答
1
、
給
与
制
度
改
正
に
向
け
、

組
合
と
交
渉
し
て
お
り
ま
す
が
、

労
使
の
妥
協
が
成
立
し
て
い
な
い

た
め
で
す
。

答
2
、
労
使
で
毎
週
賃
金
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、

給
与
制
度
の
改

正
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

答
3
、
交
渉
が
大
変
微
妙
な
段
階

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
内

容
に
つ
い
て
の
公
表
は
、
控
え
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

答
4
、
お
項
目
の
特
殊
勤
務
手
当

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み

は
昨
年
の
日
日
を
削
減
す
る
方
向

で
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

警
察
署
の
高
層
化
に
よ
る
電
波
障

害
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

答
、
市
長

@
市
の
建
物
に
よ
り
近
隣
の
テ

レ
ビ
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
す

る
迷
惑
を
か
け
、
関
係
の
方
達
に

申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
今
後
は

十
分
気
を
つ
け
ま
す
。
@
大
規
模

事
業
に
は
、
影
響
調
査
的
な
予
測

が
あ
る
べ
き
で
す
。
こ
の
点
に
も

注
意
を
し
て
い
き
ま
す
。

答
、
建
設
部
長

@
臼
年
叩
月
に
工
事
用
の
足
場

を
外
し
ま
す
が
、
こ
の
後
に
調
査

を
し
、
付
近
の
テ
レ
ビ
映
り
が
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
、
テ
レ
ビ
共
同

受
信
機
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

百合山

秦

正
--、、
生土

明

問
、
快
適
な
市
民
生
活
を
守
る
観

点
か
ら
次
の
間
題
を
問
う
。

。
交
通
安
全
対
策
、
@
公
園
緑

地
の
保
全
管
理
、
@
水
路
の
悪
臭

対
策
、
。
幹
線
道
路
で
の
自
動
車

公
害
と
航
空
機
騒
音
対
策
。

答
、
建
設
部
長

@
標
識
の
設
置
、
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
、
駐
車
場
の
確
保
、
信

号
機
設
置
な
ど
を
協
議
し
、
安
全

対
策
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
@

天
野

問
1
、
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
つ
い
て
問
う
。

問
2
、
商
業
地
域
の
開
発
に
つ
い

て
問
う
。

問
3
、
工
業
地
域
の
整
備
開
発
に

つ
い
て
問
う
。

答
、
市
長

答
1
、
当
面
は
自
由
使
用
を
認
め

て
い
ま
す
が
、
後
の
課
題
と
し
て
、

一
定
の
管
理
を
し
、
若
干
有
斜
を

隆

一
ノ
瀬

(
社
会
ク
ラ
ブ
)

一
ダ
イ
ク
マ
問
題
を
真
剣
に
取

一

一
組
め

一

問
、
ダ
イ
ク
マ
出
庖
阻
止
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
間
-
つ

答
、
市
長

出
后
阻
止
の
決
め
手
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
野
の
ま
ち
づ
く
り
に

迷
惑
で
あ
り
、
市
民
も
要
望
し
て

い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
市
民

の
気
持
ち
を
喚
起
し
結
論
を
導
き

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
白
菜
閣
の
劃
恥
引
一

党
)

ご
指
摘
の
と
お
り
旭
が
丘
南
公
園

な
ど
の
樹
木
は
、
生
い
茂
り
す
ぎ

て
い
ま
す
の
で
、
間
引
き
な
ど
の

対
処
を
し
て
い
き
ま
す
。
@
問
題

の
大
和
田
用
水
路
は
、
今
年
度
に

改
修
を
し
ま
す
。

答
、
生
活
環
境
部
長

。
当
方
の
調
査
数
値
で
は
、
数

年
来
、
横
ば
い
で
す
が
、
な
お
適

切
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
防

音
工
事
は
木
造
住
宅
を
優
先
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
鉄
筋
に

も
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

答
、
市
長

(
全
体
)
具
俸
的
事
例
の
ご
提

言
を
、
今
後
の
対
応
時
に
十
分
と

り
い
れ
て
い
き
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

高
幡
に
は
仮
称
二
番
橋
か
ら
通

じ
る
淡
水
区
跡
地
に
、

豊
田
南
に

は
浅
川
沿
い
に
予
定
す
る
大
型
公

園
に
、
各
々
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
考

え
て
い
ま
す
。

答
3
、
企
業
と
市
民
が
共
存
共
栄

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
企
業
活

動
の
し
易
い
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
-
え
て
い
ま
す
。

答
、
都
市
整
備
部
長

答
2
、
日
野
駅
周
辺
の
整
備
方
法

は
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
ま
ち
づ
く
り
基
本
調
査
を
し

て
い
ま
す
。
近
く
内
容
を
示
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
方
針
を
決

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ

」

問
1
、
家
庭
菜
園
に
必
要
な
技
術

指
導
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

問
2
、
菜
園
で
の
収
穫
物
の
品
評

会
、
交
換
会
、
家
庭
菜
園
青
空
市

場
を
ど
う
考
-
え
る
か

問
3
、
家
庭
菜
園
の
振
充
に
つ
い

て
ど
う
考
-
え
る
か

答
、
生
活
環
境
部
長

答
1
、
2
、
担
当
課
で
今
後
研
究

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答
、
市
長

答
3
、
希
望
者
が
多
い
の
で
こ
れ

に
こ
た
え
ら
れ
る
施
策
を
と
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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継

続

。
地
元
零
細
建
設
業
者
の
保
護
育

成
の
た
め
受
注
機
会
の
拡
大
を

促
進
し
、
自
治
体
公
共
工
事
の

適
正
価
格
に
対
す
る
請
願

@
借
地
・
借
家
人
の
権
利
を
弱
め

る
「
借
地
・
借
家
法
の
改
正
」

に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
(
同
件
名
二
件
)

よ

。
委
託
業
務
の
前
払
金
に
関
す
る

陳
情

だ

。
す
べ
て
の
大
型
間
接
税
導
入
に

反
対
し
大
幅
減
税
を
求
め
る
請

願
(
同
件
名
二
件
)

A
S
A
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採

択

-.巴

継

続

。
旭
が
丘
図
書
館
誘
致
に
関
す
る

請
願

【
請
願
の
要
旨
】
図
書
館
の
利

用
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

く
、
生
活
、
文
化
の
向
上
、
ま
た

子
ど
も
の
個
性
や
創
造
性
を
豊
か

に
育
て
ま
す
。
そ
こ
で
本
と
の
出

会
い
の
場
と
し
て
生
活
圏
に
図
書

館
を
設
置
す
る
必
要
が
で
ま
す
。

旭
が
丘
地
域
で
は
中
央
図
書
館

ま
で
遠
く
、
二
週
に
一
度
の
移
動
図

書
館
で
は
隈
ら
れ
た
住
民
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
公
団
住
宅
建
設

に
よ
る
人
口
増
を
考
え
図
書
館
の

設
置
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【
結
論
】
全
員
一
致
の
採
択
で
す
。

。
東
京
都
立
商
和
短
期
大
学
商
学

和
二
部
の
昭
島
校
舎
存
置
に
関

す
る
請
願

@
公
立
中
学
校
英
語
の
授
業
時
間

増
に
関
す
る
陳
情

@
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
グ
ラ
ン
ド

の
建
設
に
つ
い
て
の
陳
情

継

続

@
「
修
築
資
金
融
資
制
度
」
改
善

・
拡
充
、
「
市
民
住
宅
相
談
窓

口
」
の
住
民
へ
の
宣
伝
強
化
、

制
度
内
容
の
改
善
・
拡
充
に
対

す
る
請
願

第 89号

。
神
明
地
区
セ
ン
タ
ー
早
期
建
設

を
願
う
請
願

。
原
子
力
発
電
所
の
運
転
を
た
だ

ち
に
と
め
、
核
の
ゴ
ミ
捨
て
計

画
を
と
り
や
め
る
こ
と
を
求
め

る
請
願

@
東
光
寺
東
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
請
願

@
東
町
地
区
公
害
に
関
す
る
請
願

。
犬
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
関
す

る
市
と
市
内
病
院
(
獣
医
師
)

と
の
委
託
契
約
の
改
善
と
猫
に

対
し
て
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に

対
す
る
補
助
に
関
す
る
請
願

8γノノ"官

官建 P
z ど

採

択

開園した市民の森スポーツ公園

。
第
二
関
戸
橋
(
仮
称
)
架
設
用

地
買
収
に
伴
い
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願

【
請
願
の
要
旨
】
多
摩
川
と
浅

川
の
合
流
地
点
の
下
流
部
に
、
東

京
都
は
第
二
関
戸
橋
(
仮
称
)
の

建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
多
摩
市
一
の
宮

か
ら
架
橋
予
定
地
ま
で
の
道
路
用

地
買
収
を
行
う
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
買
収
に
当
っ
て
、
施

行
者
で
あ
る
東
京
都
に
対
し
、
代

替
地
の
用
意
、
実
勢
価
格
で
の
買

収
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
東
京

都
に
意
見
書
の
提
出
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

【結
論
】
全
員
一
致
の
採
択
で
す
。

。
日
野
駅
ホ
ー
ム
中
央
下
、
日
野

駅
前
通
り
に
出
入
口
を
設
置
す

る
に
つ
い
て
の
請
願

【
請
願
の
要
旨
】
日
野
駅
は
乗

降
者
出
入
口
が
駅
の
先
端
に
あ
り

駅
を
利
用
し
て
い
る
、
大
坂
上
、

神
明
、
谷
仲
山
、
日
野
台
、
新
町

栄
町
地
域
の
市
民
に
と
っ
て
は
、

非
常
に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
国
道
却
号
線
ガ
l
ド

下
の
改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
併
せ
て
ホ
l
ム
中
央

下
か
ら
駅
前
通
り
に
出
入
口
を
設

置
し
、
市
民
の
利
便
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

【
結
論
】
全
員
一
致
の
採
択
で
す
。

。
排
水
管
の
整
備
に
関
す
る
請
願

【
請
願
の
要
旨
】
栄
町
三
丁
目

凶
番
地
先
の
道
路
を
横
断
す
る
排

水
管
が
、
た
び
た
び
つ
ま
り
、
そ

の
つ
ど
清
掃
に
困
難
を
き
た
し
て

い
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
排
水
が

行
わ
れ
る
よ
う
調
査
を
し
、
排
水

管
の
整
備
を
求
め
る
請
願
で
す
。

【
結
論
】
全
員
一
致
の
採
択
で
す
。

継

続

。
市
道
新
井
第
お
号
線
の
暗
き
ょ

排
水
施
設
に
関
す
る
請
願

@
「
国
民
の
食
料
を
守
り
、
農
業

再
建
に
関
す
る
意
見
書
」
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

@
程
久
保
一
丁
目
市
番
地
の

1
及

び
一
丁
目
即
番
地
防
災
工
事
並

び
に
開
発
行
為
に
つ
い
て
の
請

酉
只

宿
町

@
多
摩
平
五
丁
目
引
番
地
の

7
に

建
設
予
定
の

4
階
建
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
阻
止
に
関
す
る
請
願

@
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
の
堅

持
な
ら
び
に
都
市
震
業
確
立
施

策
の
実
施
に
関
す
る
請
願

取
り
下
げ

。
程
久
保
即
番
地
地
域
山
林
緑
地

保
存
に
関
す
る
請
願

ム

一
今
定
例
会
で
議
決
し
た
議
案
町
一
一
ア
.iii21畑
山

川

市

長

提

出

議

案

川

川

1
、
日
野
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
元
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
可
)

川

2
、
日
野
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
可
)

3
、
日
野
市
児
童
育
成
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
可
)

川

4
、
昭
和
白
年
度
目
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

l
号
)
(
可
)

5
、
大
栗
四
号
処
理
分
区
(
位
の

2
)
工
事
請
負
契
約
の
締
結
(
可
)

一6
、
日
野
市
公
共
下
水
道
事
業
(
事
業
の
一
部
)
に
関
す
る
業
務
委
託
契
約
の
締
結
(
可
)
川

7
、
道
路
に
軌
道
を
敷
設
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
(
決
)

8
、
東
京
都
市
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
俸
の
数
の
滅
少
及
び
東
川

京
都
市
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
(
可
)

川

9
、
日
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
可
)
川

川
叩
、
日
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
可
)

川

議

員

提

出

議

案

山

川

l
、
第
二
関
戸
橋
(
仮
称
)
と
関
連
道
路
建
設
に
伴
う
用
地
買
収
に
関
す
る
意
見
書
(
可
)

請
願
・
陳
情
の
提
出
の
し
か
た

ー
、
請
願
・
陳
情
を
提
出
で
き
る
人

個
人
、
法
人
、
外
国
人
、
日
野
市
住
民
た
る
を
聞
い
ま
せ
ん
の

で
誰
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
、
請
願
・
陳
情
の
書
き
方

様
式
は
記
載
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

要
旨
は
簡
潔
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
を
添
付
し
て
く
だ
さ

'hv 
請
願
は

1
名
以
上
の
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。

3
、
請
願
・
陳
情
の
提
出

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
郵
送
で
の
受
付
け
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
事
務
局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

4
、
請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
(
定
例
会
の
請
願
上
程
日
の
2
目

前
ま
で
に
受
理
し
た
場
合
)
そ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
、
議
長
よ

り
関
係
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
が
審
査
し
ま
す
。

記
載
例

文)

請願の要旨

(本紙)

紹介議員

氏名

印

名

印

日野市議会議長

様

000に関する

請願

昭和年月日

請願代表者

住所

民名

電話

他

(表

編
集
後
記

梅
雨
入
り
と
同
時
に
開
会
さ
れ
た
今
期
定
例
会
中
は
、
好
天
続

き
に
よ
る
渇
水
に
見
舞
わ
れ
、
昭
和
訂
年
夏
以
来
日
年
ぶ
り
と
い

わ
れ
る
取
水
制
限
や
給
水
制
限
が
行
わ
れ
、
主
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
「
水
」
に
赤
信
号
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
等
の
恩
恵
で
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
し
ま
う
水

道
で
す
が
、
今
回
の
水
不
足
を
契
機
に
「
水
は
天
か
ら
貰
い
水
」

を
忘
れ
ず
に
、
日
頃
か
ら
の
節
水
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
今
年
も
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
達
に
も
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
海
、
山
、
川
の
自
然
の
中
で
、

魚
と
り
や
セ
ミ
と
り
、
ま
た
盆
踊
り
、
夏
祭
り
の
夜
居
な
ど
、
幾

つ
に
な
っ
て
も
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
幼
い
頃
の
楽
し
い
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

子
供
達
が
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
、
今
年
こ
そ
時
間
を
割
い
て

情
操
が
育
く
ま
れ
る
、
新
し
い
出
会
い
や
発
見
の
機
会
を
つ
く
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。


